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あいさつ 

 

山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年記念『山口市民訪問団』団長 多々良健司 

 

この度、両市の姉妹都市締結 45 周年を記念して市民訪問団を結成しパンプローナ市を訪

問する機会を得た。亡き父が初代会長を務めた『山口ナバラ協会（現「山口スペイン・ナバラ協

会」）』のメンバーが中心となり計画を立案、スペイン・パンプローナ市に初めて行くであろう皆

様にも参加できる内容に、ツーリストと共に練り上げたものである。 

ここに、両市の絆の一部を記載する。 

1549年、聖フランシスコ・ザビエルはイエズス会の宣教師として布教のため鹿児島上陸。 

1551 年 3 月、インド総督の使節として大内義隆に布教の許しを得た。1552 年 12 月 

9 日、宣教師コスメ・デ・トルレスが山口市の司祭館で賛美歌を歌ってクリスマスを祝った。こ

のことが、イエズス会に報告され、またフロイスが記録に残している。 

おおよそ 5世紀の時を経て 1980年 2月、山口市とスペイン・パンプローナ市は姉妹都市

締結。1994年 12月、両市の協議を経て、姉妹都市締結 15周年になるのを記念してパンプ

ローナ市内に『山口公園』建設が決定。1995 年 2 月、建設予定地調査に山口市造園協会の

技師 2名を派遣。翌年、同造園協会のメンバー十数名が公園建設の滝石組や植栽の技術指導

に入った。1997 年 6 月、『パルケ・デ・ヤマグチ（山口公園）』竣工。山口市から山口市長を始

め 40名の訪問団が開園式に参加。 

これを機に 1997 年 7 月『山口ナバラ協会』設立、後に『山口スペイン・ナバラ協会』と改名

し今日に至る。今回当協会が中心となって実行委員会が設立され、2025 年 5 月、姉妹都市

締結 45周年、および『山口公園』 着工 30周年の記念に、山口市造園協会の技師 4名を含

む市民訪問団 22名が海を渡る機会を得る。 

山口市の公式訪問団のパンプローナ市訪問日程を考慮し、5 月 11 日から 21 日の 11 日

間の長旅となった。以前スペインに駐在した経験のある協会役員の助言も得て、一般のツアー

では組み立てないであろうプランとし、『美食巡り』をコンセプトに地中海沿いの都市バルセロ

ナから、北はカンタブリア海沿いのサンセバスチャンやビルバオに至るまで名所と美食に舌鼓

を打つ。 

17 日いよいよパンプローナ市入り。早速ホテル近くの『山口公園』を視察。造園協会のメン

バーや旅の同行者と共に、28 年ぶりの公園に対面。明後日の造園技師同士のセッションを踏

まえ改善ポイントを確認。夕刻、『nihonniponpamplona』団体と相互の情報交換の後、中

身の濃い交流を行った。18 日、ハビエル城をはじめとするパンプローナ市内の名所を巡り歴

史と文化の深さを味わう。19 日、市庁舎や『山口公園』での式典に参加。詳しくは、参加者の

訪問記に委ねる。パンプローナ市の子供から大人まで、山口市に対する関心の高さを体感で

きた素晴らしい旅となった。 

 

 



 

- 2 - 

 

 

 

                    

 

                                   

 

 

山口市長 伊藤和貴  

 

2025 年は、1980 年 2 月に山口市とスペイン・パンプローナ市が姉妹都市提携を締結し

てから 45周年を迎える年であります。 

 この記念すべき年に、多々良健司団長をはじめとする２２名の山口市民訪問団の皆様ととも

にパンプローナ市を訪問できましたことを大変嬉しく思います。また、45 周年の記念事業の

実施にあたり御尽力を賜りました関係者の皆様に、心から感謝を申し上げます。 

 本市とパンプローナ市との交流は、スペイン人宣教師のフランシスコ・サビエルが山口に滞在

していた折、大内義隆がサビエルにキリスト教を布教することを許したという史実に由来して

おり、パンプローナ市がサビエルの生誕地であるスペイン・ナバラ州の州都であることを御縁

に始まりました。 

 パンプローナ市内に姉妹都市締結15周年を記念して造園された「ヤマグチ公園」は、日本庭

園の趣を特徴としており、開園約 30 年を経て、緑豊かな市民の憩いの場となっております。

また、同公園に隣接する「ヤマグチ図書館」は、山口市民からの寄贈等により、スペイン国内で

もトップクラスの日本関連の蔵書を有しており、俳句や書道といった日本文化の活動の場と

もなっております。さらに、近年では、パンプローナ市のサン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校と

山口大学教育学部附属山口小学校とが、「英語を通じた学術連携パートナーシップ協定」を結

ばれ、クリスマスカードの交換やお互いの街を紹介するビデオメッセージによる交流が行われ

ております。 

 また、パンプローナ市との交流は行政のみならず、両市の市民による交流によって支え続け

られていることが、この度の市民訪問団の皆様の報告の中からも伺い知ることができます。

パンプローナ市民は、温かく我々を迎え入れ、そして出会えたことをとても喜んでくださいま

した。この訪問記を通じて、国際交流の意義や理解が更に広がりましたらこの上ない喜びでご

ざいます。 

 結びにあたり、この度のパンプローナ市訪問及び市民交流に御協力いただきました山口市

民の皆様、そして山口市からの訪問団一同を温かく受け入れてくださったパンプローナ市長

をはじめとするパンプローナ市民の皆様に厚くお礼申し上げます。 
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ヤマグチ公園での意見交換会報告 

 

ヤマグチ公園での意見交換会について 

【 繋ぐ 】 

                               山口市造園協会 

会長 岡本秀一 

 

 

この度、ヤマグチ公園完成から 35 年を記念して、山口市造園協会へお話をいただき現地

の管理者との意見交換及び、実技交流を行ってまいりました。 

ヤマグチ公園の建設にあたっては、当時の山口市造園協会の会員企業が大きく関わってお

り、設計から現場での技術指導にいたるまで、庭師を派遣して協力してきた経緯があります。

今ではどの企業も世代交代が進み、そのほとんどで次世代経営者となっており、当時のこと

は写真などの記録や、先輩方からの武勇伝として口伝えで聞くしかありませんでした。そのよ

うな中でこの度、私たち現役世代が先人達の造った公園を維持管理する機会に恵まれたので

す。 

今回は現地での時間の関係上、ポイントを絞って東屋から滝を眺める視点に重点を置き意

見交換いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成から 35 年も経過すると当時からはどの木も大きく育ち、公園利用者の憩いの場とな

るような緑陰を形成しているものの、滝口などの奥まった場所などは光が降込まず、陰湿なイ

メージとなっているような場所もあります。今回はその部分の改善と、芽吹きの時期ならでは

の低木類の強剪定について話し合い実演してまいりました。 
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現場での交流は当初もっと少ない人数の作業員を想定しておりましたが、実際に集まった

現地の技師の数はなんと 20 人！ものすごく多くの方がこの公園の維持管理に関わってらっ

しゃることを知り驚きました。実技交流の中では建設当時はこうであったであろうという思い

や、自然の中での流れや岩の配置、上流（滝）から下流（池）までの物語りを説明させていただ

きながら効果的な剪定の実技指導を行いました。 

今回の現地での交流体験を経て、我々世代も次世代へ繋ぐ責任が芽生えてきたと感じてい

ます。また、パンプローナ市の中にある山口市の象徴として、いつまでも市民に愛される美し

いヤマグチ公園であってほしいと願います。 

この度は貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 感謝。 
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山口市民とパンプローナ市民の交流報告 

 

日時 5月 17日 20時～21時  

場所 NH Hotel Iruna Park 

 

日本文化協会との交流 

パンプローナ市内で日本文化を紹介する活動をされている Nihonniponpamplona(日

本文化協会）との交流が行われた。 

 日本文化協会からはパンプローナ市内で行われている活動についてお話いただいた。山口

市民からは山口市を紹介するものとして「大内の殿様」を一緒に踊った。短い時間だったが心

のこもったおもてなしに感激した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Nihonniponpamplonaの現在の活動紹介 

Nihonniponpamplonaの今後の活動紹介 
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短い時間だったが心のこもったおもてなしに感激・「大内の殿様」も踊った 

スペイン語と日本語が飛び交う交流 Nihonniponpamplona活動紹介 
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山口市議会議長寄稿 

 

 

～市民訪問団に寄せて～  

 

                  

山口市議会議長 入江幸江 

 

この度、公式訪問団としてパンプローナ市を訪問する機会を頂きました。昭和５５年（１９８０

年）に山口市とパンプローナ市が姉妹都市盟約調印をした際、当時の議長であった私の父・中

野正が調印に携わりました。そして４５年の時を経て、娘である私が議長として同市を訪問す

ることとなり、個人的にも非常に感慨深いものがありました。 

私はこれまでにも姉妹都市締結２５周年及び３０周年の際に、市民訪問団の一員としてパン

プローナ市を訪れた経験があります。３０周年の訪問時にはカデナ小学校にて市民訪問団を

代表し、エプロンシアターを披露いたしました。その際の先生が今回も私の事を覚えていてく

ださり、大変嬉しく思いました。 

 今回の訪問は非常にタイトなスケジュールではありましたが、皆様にはパンプローナ市役所

での式典を始め、各記念事業にご参加いただきました。すべての行事が無事終了し、またヤマ

グチ公園がパンプローナ市民に深く愛されていることを実感できたことは、私にとって忘れ

がたい思い出となりました。 

今後も両市の交流が末永く続いていくためには、市民訪問団のご参加が大きな支えとなり

ます。この度のご参加、誠にありがとうございました。 

 

 

カデナ小学校で記念品紹介 パンプローナ市民との交流 カデナ小学校へ紙芝居を導
入された先生と 
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山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年記念事業実行委員会 

 

  山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45 周年を記念して、パンプローナ市に市民訪問団

を派遣し、両市の一層の友好促進を図るため、山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年

記念事業実行委員会を 2025年(令和 7年)2月 25日に設置した。 

 

１）委員名簿 

委員長 多々良健司    山口スペイン・ナバラ協会会長 

副委員長 岡本秀一     山口市造園協会会長 

          入江幸江     山口スペイン・ナバラ協会副会長  

 渡邊史信     山口スペイン・ナバラ協会理事  

 細坂はるみ    山口スペイン・ナバラ協会事務局長 

 波多野賢博  山口市造園協会副会長  

 中川孝  山口商工会議所専務理事 

オブザーバー 山口市交流創造部国際交流課 

 

２)事務局 

  山口スペイン・ナバラ協会 

 

３）事業内容 

 ・市民訪問団の派遣に要すること 

事前研修会の実施 

記念行事、及び各訪問先での交流事業への参加 

ヤマグチ公園管理者との意見交換会への参加 

訪問記作成 

 

４）事前説明会 

 日時  2025年 4月 3日（木） 18時 

場所  山口市役所 A会議室 

概要  市民訪問団長挨拶、及び市民訪問団参加者へパンプローナ市との姉妹都市交流の状

況、旅行行程、旅の心得等を説明 

 

５）結団式 

 日時  ２０２５年 5月 7日（水） 16時 

 場所  山口市役所 ６０３会議室 

 概要  市長挨拶、団長挨拶の他、結団式終了後にスペイン出身の山口市国際交流員ヘマ・ガ

ルベス・ルイス氏によるスペイン文化紹介講座を実施 
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山口市民訪問団行程 

 

■旅行日程 

2025年（令和 7年）5月 11日(日)出発 ～ 21日(水)帰国 

 

■旅行行程 

 5月 11日(日) 福岡空港に集合後、空路、香港へ移動 

12日（月） 香港を経由して、スペインのバルセロナへ到着、バルセロナ観光 

13日（火） バルセロナ郊外ペネデス地区のワイナリー見学、サグラダファミリア観光 

14日（水） サラゴサへ移動、サラゴサ観光 

15日（木） サンセバスチャンへ移動、サンセバスチャン観光 

16日（金） リオハ地区のワイナリー見学、ビルバオへ移動 

17日（土） ビルバオ観光、パンプローナ市へ移動 

Nihonniponpamplonaと交流 

18日（日） ハビエル城、オリテ城、ボデガス・オチュア・ワイナリーの視察 

19日（月） パンプローナ市庁舎での姉妹都市締結 45周年記念式典参加、 

サン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校訪問、ヤマグチ図書館訪問、 

ヤマグチ公園での姉妹都市締結 45周年記念式典参加、 

パンプローナ市長出席昼食会参加、ナバラ州政府訪問、 

山口市からの造園技師は、パンプローナ市内公園管理者と意見交換実施 

20日（火） パンプローナ空港からマドリッドを経由して、香港へ移動 

21日（水） 香港を経由して福岡空港へ到着後、解散 

 

 日本と香港の時差    ‐3時間 

 日本とスペインの時差  -7時間 

 利用航空会社：キャセイパシフィック航空、イベリア航空 

 

■参加人数 

  22名 

 

■随行 

通訳： 17～20日 マリア・ルビオ・カロ (マドリード在住) 

通訳： 17～20日 ミゲル・アンサ・メリネロ（パンプローナ市出身・ローマ在住） 

現地添乗員（ツアーガイド兼通訳） 12日から 13日 1名、14日から 20日 1名 
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■旅行会社 

旅行会社 2 社からパンプローナ市での記念事業を除いた行程の提案を受けた上で 1 社に

決定した。 

 

■参加者の募集記事は、山口スペイン・ナバラ協会ウェブサイト、サンデー山口、市報やまぐち

等に掲載した。 

 

（主な掲載内容） 

 【姉妹都市パンプローナ市への市民訪問団募集】 

 スペイン・パンプローナ市との姉妹都市締結 45 周年を記念し、同市を訪問する市民訪問団

への参加者を募集します。締結記念事業等で相互交流を深めます。 

 期 間： 5月 11日（日）～21日（水） 

 対 象： 4月 3日（木）開催の事前説明会に参加できる方先着 30人 

 参 加 費： 80万円から 

（福岡空港往復移動費、パスポート取得費、旅行傷害保険料等を除く） 

 申 込： 3月 22日（土）までに山口スペイン・ナバラ協会ウェブサイト 

（下の二次元コード参照。旅行行程等詳細あり）からお申し込みください。 

 問い合わせ： 山口スペイン・ナバラ協会事務局 
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■パンプローナ市訪問行程表 

 

月日 曜日 時間 概要 場所 

5月 17日 土 

15:30 パンプローナ市へ到着  

20:00 Nihonniponpamplona(日本文化協会）との交流 

参加者自己紹介、日本文化協会代表挨拶、山口市民代表挨拶、日本文化協会活動紹

介、意見交換、大内の殿様をみんなで踊る、記念品贈呈、集合写真 

イルニャ・パーク 

２１：３０ 夕食 カフェ・イルニャ 

 宿泊 イルニャ・パーク 

5月 18日 日 

10:15 ハビエル城視察 ハビエル城 

14:00 昼食 カサ・サニート 

16:00 オリテ城視察 オリテ城 

18:00 ボデガス・オチュア・ワイナリー視察 オリテ 

20:30 夕食 サンチョ・ラミレス 

 宿泊 イルニャ・パーク 

5月 19日 月 

10:00 記念式典 

パンプローナ市長挨拶、山口市長挨拶、記念品交換、バスク地方伝統舞踊「アウレスク」

披露、ギターデュオ演奏 

パンプローナ市庁

舎 

(10:00) 山口市造園技師とパンプローナ市公園管理者との意見交換会 ヤマグチ公園 

10:40 サン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校訪問 

紙芝居を学校教育に取り入れた先生の挨拶、山口市長挨拶、市民訪問団団長挨拶、校

長挨拶、日本語とスペイン語での紙芝居披露、「幸せなら手をたたこう」合唱、書道・折

り紙ワークショップ見学、集合写真 

サン・ファン・デ・

ラ・カデナ小学校 

12:00 ヤマグチ図書館訪問 

公式訪問団挨拶、市民訪問団団長挨拶、ヤマグチ図書館担当者挨拶、記念品交換、図

書館視察（写真俳句、書道作品展示あり） 

ヤマグチ図書館 

13:00 記念式典 

パンプローナ市公園責任者挨拶、山口市議会議長挨拶、植樹、剣道・居合道デモンスト

レーション 

ヤマグチ公園 

14:15 パンプローナ市長出席昼食会 イルニャ・サラ 

１７：００ ナバラ州政府訪問 

第２副首相挨拶、山口市長挨拶、記念品交換、集合写真、州庁舎見学 

ナバラ州庁舎 

20:00 夕食(自由参加) ラ・ビエハ・イルニャ 

 宿泊 イルニャ・パーク 

5月 20日 火 
4:45 ホテル出発  

6:45 パンプローナ市出発 パンプローナ空港 

※パンプローナ市内移動については、旅行会社手配専用車両 
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2025年（令和 7年）4月 3日(木) 事前説明会パンプローナ市との交流紹介資料 
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山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年記念式典市長挨拶 

 

ヨセバ・アシロン・サエス パンプローナ市長挨拶 

 

おはようございます。 

パンプローナ／イルニャ市役所、またその市議会の名のも

とに、市長様と他、公的機関の代表者の方々を筆頭とする姉

妹都市山口市の公式訪問団の皆様を、礼と心をつくしてお迎

えすることができるのを私は心より光栄に思っております。 

今回私たちが集う結果となった御訪問は、たんなる外交的

行事であるにとどまらず、なによりも 1980年2月 19日に姉妹協定に署名した時より2つ

の市を結ぶ連綿と続く深く誠実な友情のセレモニーです。 

45 年の長きに渡って、私たちは相互的な尊敬、文化的憧憬、両市の間の架け橋となること

の願いを分かち合うことをもとに、関係を紡いできました。 

山口市の造園家の方々が設計してくださった日本庭園、ヤマグチ公園を考えるだけで十分

でしょう。ヤマグチ公園は、すでにパンプローナ市民に愛されるシンボルとなっています。今も

山口の造園家の皆様は、この特別な場所の保全のために市の造園担当者達に、ご協力くださ

っています。 

それだけでなく、この姉妹関係を推進する多くの展覧会、学術交流、教育プログラム、公式

訪問なども付け加えることができます。図書館の間のコラボレーション、大学間の関係、公立

語学学校における日本語学習、日本の芸術品などはパンプローナの市民の心を豊かにし、尊

敬と感受性をもって 2つの文化の間の距離を縮めています。 

しかしながら、具体的な行事の更に向こうに、姉妹関係の精神の中に留めておきたいもの

があります。こういった絆というものは、戦争の痛みの後の再建時に、国々の間に平和と協業

と相互理解を進行させようという人間的な深い目的をもって、生じました。今日、世界が再び

様々な複雑な対立に戻るとき、この使命は今まで以上に必要なものとなり続けます。 

だからこそ、この姉妹関係は過去だけにかかずらうものであってはなりません。共に発展し、

相互に学び合い、もっと正義と慈愛にあふれた世界の構築を目指す、現在と未来の間の約束

でもあるのです。 

山口市長様、訪問団メンバーの皆様、皆様が私たちを常に心にかけて

おられること、その友情、私たちに会うために世界を半周してくださるこ

とに対して、感謝いたします。なぜなら、私たちが誠実であるかぎり、常

に皆様はこちらに来てくださるのですから！ということで、そろそろ私

たちが山口へ行く番が回ってくるようです。いつも皆様がしてくださる

優雅さと礼儀と親切さを、私たちもお示しできますよう願っております。

ありがとうございます。 

皆様の第 2の故郷であるパンプローナにようこそ。 
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伊藤和貴 山口市長挨拶 

 

アルカルデ、アウトリダデス、セニョーラス、セニョーレス、ブエノス・ディアス、エグゥン・オン 

（市長様、行政の皆様、皆さん、こんにちは。） 

 

山口市とパンプローナ市の姉妹都市締結 45 周年を記念いたしまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

ヨセバ・アシロン・サエス市長様をはじめとするパンプローナ市の皆様、この度は両市の姉妹

都市締結 45 周年を記念して、私たち山口市からの訪問団を快く受け入れていただき、誠に

ありがとうございます。訪問団一同を代表して心から感謝を申し上げます。 

45年前の 1980年、我々の先人達は、両市の友好と理解を深め、親善を図るとともに、世

界平和に貢献することを願い、両市の交流が始まりました。 

以来、ヤマグチ公園の整備をはじめ、小学生同士の絵葉書交流やビデオ交流など、45 年も

の長きに渡り、数々の交流を積み重ねて参りました。 

とりわけ5年前の40周年の折には、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、訪問によ

る交流が困難となりましたが、市民を交えてのオンライン記念式を開催するなど、両市の交流

が途絶えることはありませんでした。 

そして、こうした交流の積み重ねが、両市民の間にぬくもりや親近感を育み、こうして今を

迎えていると思っております。 

本年 2 月には、本市において、ひと足お先に姉妹都市締結 45 周年の記念イベントを開催

いたしました。アシロン市長様の祝賀メッセージをはじめ、多くのパンプローナ市の皆様から

のビデオメッセージや、書道作品、写真俳句などを送っていただき、本当にありがとうござい

ました。多くの山口市民が、パンプローナ市において日本文化が身近なものとして楽しまれて

いることなどに、大変喜んでいたところであります。 

そして、この度は、私も、市民の代表として、こうして皆様にお会いできたことを心から嬉し

く思っております。 

ヨセバ・アシロン・サエス市長様をはじめ貴市の皆様方には、パンプローナ市で共に姉妹都

市締結 45 周年を祝うため、今回こうして我々を受入れていただきましたことに改めて感謝

を申し上げます。 

最後になりますが、この度の訪問が、両市の友情の絆と両市・両国の理解を更に深め、未来

へつながっていくことを大いに期待しております。そして、アシロン市長様をはじめとするパ

ンプローナ市の皆様の山口への訪問を心

からお待ちしております。 

 

 ムチャス グラシアス、エスケリ・カスコ 

 （ありがとうございます） 
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山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年記念ナバラ州政府表敬訪問挨拶 

 

アナ・オジョ・ウアルデ ナバラ州第 2副首相挨拶 

 

伊藤和貴山口市長様、入江幸江山口市議会議長様、そして、ご

来賓の皆様、こんにちは。 

ナバラ州政府副首相として、山口市役所とその代表でいらっし

ゃる皆様に、昨年私共訪問団が山口市を訪問した際にいただいた

おもてなしへの感謝から、私のあいさつを始めさせていただきた

いと思います。実際、山口市役所が、パンプローナ／イルニャ市役

所と共に、1980 年に始めたものが、この長きに渡る実り豊かな

友情の絆でした。 

その後、両市の絆に、山口県庁とナバラ州政府も加わって、2003 年には、協力関係として

姉妹協定が署名されました。すなわち、交換留学、文化・スポーツ・教育交流、食の連携、友情

と良き行政体などの分野での協力です。 

私たちの姉妹関係は、現在非常にアクティブで、将来もこのように生産的なものであって欲

しいものですが、教育・文化、また、観光を含めた産業分野での協力体制を強めていっていま

す。昨年ニューヨークタイムズで世界の訪問すべき 52 の場所の一つに選ばれたのは、決して

故なきことではありません。 

この関係から、90 年代には全パンプローナ市民によく知られるヤマグチ公園が生まれまし

た。日々数百名を数える人々が散策する、8万平方キロメートルを超える素晴らしい植物相を

備えたこの公園は、1997 年に 2 人の日本の造園技師の方によって計画され、市へのプレゼ

ントの形で設計されました。その公園の傍らには日本分野を専門として、山口市と山口県との

様々なつながりをもつヤマグチ図書館があります。 

また、サン・ファン・デ・ラ・カデナ市立小学校の子供たちもこの図書館をよく知っています。

サン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校は、私共が去年の 3 月に最後に日本を訪問した際訪問する

機会を得た山口の附属小学校と協定を結んでいます。附属小学校では、最も若い世代の間で

の文化や価値観の相互理解を深める交流を行っているのを、自分自身の目で見て、知ること

ができました。 

最近では、ヤマグチ公園は、当地出身の最も国際的なアーティストである、アマイア・ロメロ

さんのインスピレーションの源ともなりました。くしくも、「ヤマグチ」と題された歌では、幼い

日のヤマグチ公園での散歩を思い起こします。 

パンプローナ市内に「ヤマグチ公園」がある一方で、山口市の中心部にパンプローナを紹介

する場所ともされているエビス橋横の広場の中にその名「スペース・パンプローナ」があること

も知っています。 

こういった今に至るまでの語り切れないほどの多くの活動や事柄によって、たとえ地理的

に何千キロも隔てられていても、文化と伝統を交える様々な分野で相互に貢献し合おうとい
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う願いへと、私たちを結び付けていっているのです。 

申し上げました通り、当地の聖人フランシスコ・サビエルが16世紀に日本に到着したことを

機として結ばれた私たち2つの土地の関係を公式にまとめることとなった姉妹協定の署名か

ら、私たちの関係は 20 年以上の年月を経ました。かの修道士フランシスコ・サビエルは、この

姉妹関係の起爆剤でありました。また、彼はアジアでの修道士としての宗教活動だけに限らず

多文化・多言語話者としての行いでも知られています。 

私たちを結び付けたこの歴史的人物から現在にも生きる多くの価値観を学ぶ必要がある

のではないでしょうか。例えば、記憶するということ、関係、異なる地方・市の間での協業、ま

たは私たちの文化や言語を推進するといったことです。くしくも私がトップを務める省の名前

そのままとも言えますが。 

ナバラ州副首相としてだけではなく、記憶・共生、外務、バスク語省のトップとして皆様をお

迎えしたいと思っております。共生、国際関係、そして言語という三つの要素は私たちの関係

において、また、一部では聖フランシスコ・サビエルという人物像の中にも、存在しています。

私たちは、将来平和の中で共存共生していくために、過去から学んでいきたいと思っていま

す。異なる広がる世界に向かって、意識と国境を開きましょう。そして、その上で私たち自身の

文化と言語を守っていきましょう。 

だからこそ、私たち二つの社会を豊かにし、また、将来においてもそうであって欲しいもの

ですが、今ご覧の通りとても強い私たちの姉妹関係を続けていきたいと思っております。 

最期に、州政府・市役所などの公的機関からの出席者の皆様、日本から足を運んでいただ

いた代表団の皆様、ナバラ州訪問にご尽力いただいたすべての皆様に感謝とご挨拶を差し上

げたいと思います。 

 

ありがとうございます。 
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伊藤和貴 山口市長挨拶 

 

ビセ・プレジデンタ、アウトリダデス、セニョーラス、セニョーレス、ブエノス・タルデス 

（第 2副首相様、行政の皆様、婦人の皆様、紳士の皆様、こんにちは。） 

 

山口市からの訪問団を代表して一言御挨拶を申し上げます。 

アナ・オジョ・ウアルデ第二副首相様をはじめとするナバラ州政府の皆様、本日は、私たち山

口市からの訪問団を温かく受け入れてくださいましてありがとうございます。 

本年は山口市とパンプローナ市の姉妹都市提携を締結してから45周年を迎える記念の年

であり、この訪問の滞在中、私たちは、パンプローナ市をはじめ、ハビエル城やナバラ王国縁

の地を訪問する機会を得まして、ナバラ州、そして州都であるパンプローナ市への歴史的な理

解を深めてまいりました。 

私は、アナ・オジョ・ウアルデ第 2 副首相様をはじめとしたナバラ州訪問団の皆様が、昨年、

山口県との姉妹提携締結20周年を機に山口市に来られた際に、御挨拶の機会をいただいて

おりまして、この度、パンプローナ市で再びお会いすることができましたことを大変嬉しく思

っております。 

さて、本年 2月に、この度のパンプローナ市訪問に先立ち、山口市においてパンプローナ市

との姉妹都市締結 45周年の記念イベントを開催いたしました。 

イベントには、パンプローナ市の皆様からの日本語でのビデオメッセージや書道作品、写真

俳句などを御提供いただきまして、ここパンプローナの地で日本の文化が皆様の身近なもの

として楽しまれていることを広く山口市民に紹介をいたしました。 

また、パンプローナ市においても、本年 3月に、ナバラ州のテレビ局において特別番組を編

成され、山口県立大学の学生によります、本市の観光 PR動画が放送されたと伺っています。 

姉妹提携であるナバラ州と山口県、姉妹都市であるパンプローナ市と山口市が、様々な交

流の積み重ねにより、今後もお互いの理解と友好を深めていくことを願っております。 

終わりになりますが、ナバラ州のますますの御発展とマリア・ビクトリア・チビテ・ナバスクエ

ス首相様をはじめとするナバラ州政府の皆様の御活躍を心から祈念をいたしまして挨拶とい

たします。 

 

ムチャス グラシアス 

（ありがとうございました） 
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訪問先 SNS等リンク一覧                      2025年（令和 7年）8月 31日現在 

 

●パンプローナ市役所公式ホームページ～45周年記念訪問団に関する記事～ 

https://www.pamplona.es/actualidad/noticias/pamplona-acoge-una-

delegacion-de-yamaguchi-para-celebrar-el-45o-aniversario-del 

 

●パンプローナ市役所公式ホームページ 

https://www.pamplona.es/en 

 

●パンプローナ市公式インスタグラム 

https://www.instagram.com/pamplona_ayto/ 

 

●サン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校 CP San Juan de la CADENA小学校 

～学校訪問に関する記事～ 

https://cpsanjuandelacadena.educacion.navarra.es/web/blog/2025/05

/19/visita-delegacion-de-yamaguchi/ 

 

●サン・ファン・デ・ラ・カデナ小学校公式ホームページ 

https://cpsanjuandelacadena.educacion.navarra.es/web/ 

 

●ヤマグチ図書館公式ホームページ 

https://www.bibliotecaspublicas.es/pamplona-yamaguchi 

 

●ヤマグチ図書館インスタグラム 

https://www.instagram.com/bibliotecayamaguchipamplona/?hl=es 

 

●ナバラ州政府公式ホームページ 

https://www.navarra.es/es/inicio 

 

●ナバラ州インスタグラム 

https://www.instagram.com/gobierno_navarra/ 

 

●Noticias de Navarra～45周年記念公式訪問団に関する記事～ 

https://www.noticiasdenavarra.com/pamplona/2025/05/16/delegacion-

yamaguchi-visita-pamplona-45o-9641825.html 

 

●Nihonniponpamplona(日本文化協会)インスタグラム 

https://www.instagram.com/nihonniponpamplona/ 



 

2０25年（令和 7年）8月 

 

編集／発行 山口市・パンプローナ市姉妹都市締結 45周年記念事業実行委員会 

パンプローナ市ヤマグチ公園 


